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5門松暁鐘「疎外革命論批判ト序説J~共産主義.~ (戦旗社、 1966年12月)、 48頁。門松暁鐘という
筆名は、 1956年に出版された『日本の学生運動』をはじめとして最もよく使われており、インタビュ
でーその由来を尋ねられているが、庚松自身は「あんまり覚えていなし、j と述懐している。庚松渉・




























































































































































































































































ω 庚松向上、 73~74 頁。






















































稔『マルクスと哲学方法としてのマルクス再読~ (新泉社、 2004年)、 160質。「贋松の「物象化J
論の特徴は、マルクス「物象イ七J概念、に流れ込んでいる「疎外論j的モチーフ、たとえば「人格の物
千明白としりた主題を事実上カットしてしまう点にあるJ 前掲書、 420~421 頁。
36 庚松渉『唯物史観の原制(三一新書、 1971 年)、 63~64 頁。
37マルクス前掲書、 135頁0
36 商品の物神性に関する虞松の所説については、以下をも参，照。庚松渉『資本論の哲学.~ (勤草書房、



































































































































































































録講演集.lI(河合文化教育研究所、却11 年)、 61~102 頁所収、 78~79 頁。
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可能な次なる社会へ向け、自己を変革すること。この不断の営為によって、自己と社会と
が進んでいくことができる。
しかし、その後新左翼運動が連合赤軍事件へとつながっていったことに対する庚松の分
析はほとんど行われていない。 1972年4月、自ら創刊にかかわった『情況』の連合赤軍
事件特集号に掲載された貸松の論文は、「人間存在の共向性の存立構造Jという高度に理
論的な論文であった。
おわりに
寅松は、「疎外革命論jなどの学生運動論を視野に入れ、それに対抗する意志を抱きな
がら、理論面で、は初期マルクスと後期マルクスのあいだの質的な飛躍を『ドイツ・イデオ
ロギー』編輯問題にかんする研究で文献学的に立証した。それをもとにして、疎外論に代
わる新たなパラダイムとして「物象化論jを提示するに至ったのだ、った。物象化論自体が
新たな関係主義的世界観(事的世界観)となっており、そこから自己を否定し自覚するこ
とを庚松は求める。虞松が、イデオロギー化された日常的な意識からの覚醒を促し革命へ
と投企する理論として物象化論を応用していたことが、学園闘争の分析からも読み取るこ
とができる。疎外論では被支配者が革命を起こすために立ち上がるという論理になるが、
物象化論においては一見被支配者のように思われるプロレタリアも体制の共犯者である。
それゆえ、物象化論では、革命を担う主体の立ち位置は問題にはならず、どこにでも革命
が起こる可能性が残されている。
自己を変革するさい、新しい社会への期待はあるが、庚松は特定のユートピア像を掲げ
ているわけではない。自己を変革し、社会を変革するその先にあるものとは、<外>とし
かいいようがないものである。
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